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問1 明治政府は、欧米の進んだ技術や学問を導入して日本の近代化を急ぐため、国家予算の多くを割いて高い給与で外国人を招きました。近代産業
の育成や教育、文化の発展に大きく貢献したこれらの人々の総称として、最も適切なものはどれですか。 （2024年 神奈川県公立入試 類似）

1. お雇い外国人 2. 渡来人 3. 遣隋使 4. 南蛮人

問2 1911年に関税自主権が完全に回復してから、1933年に日本が国際連盟を脱退するまでの時期、日本の都市部で新しい生活様式が広まった背景
として最も適切なものはどれですか。 （2018年 神奈川県公立入試 類似）

1. 江戸時代の身分制度が撤廃され、
四民平等となったことで個人の自由
な職業選択が可能になったため。

2. 高度経済成長により、農村から都
市へ人口が移動し、公害問題が深刻
化したため。

3. 地租改正の結果、土地を失った農
民が大量に都市に流入し、スラムが
形成されたため。

4. 第一次世界大戦による好景気を機
に工業化が進み、会社員や職業婦人
といった層が形成されたため。

問3 古代の日本は、中国や朝鮮半島から多くの人々が渡来し、新しい技術や思想を伝えることで発展してきました。天平文化の時期に活躍した鑑真
に関する事績として、彼が日本で建立し、唐の建築様式を今に伝えている寺院を選びなさい。 （2025年 神奈川県公立入試 類似）

1. 法隆寺 2. 延暦寺 3. 東大寺 4. 唐招提寺

問4 1972年の日中国交正常化に際して、地理的に非常に近く、伝統的に友好の歴史を持つ隣国であることを「一衣帯水（いちいたいすい）」という
言葉で表現し、日本との新たな友好関係の構築に合意した中国側の指導者は誰ですか。 （2020年 神奈川県公立入試 類似）

1. 孫文 2. 毛沢東 3. 鄧小平 4. 蒋介石

問5 日宋貿易を推進した人物と、貿易の拠点となった港、および主な輸入品の組み合わせとして正しいものはどれか。 （2022年 神奈川県公立入試 類似）

1. 源頼朝 ― 敦賀 ― 勘合 2. 北条時宗 ― 博多 ― 鉄砲 3. 平清盛 ― 大輪田泊 ― 宋銭 4. 足利義満 ― 堺 ― 銅銭

問6 日本の衆議院議員総選挙において、有権者が投票の際に考慮する政策課題の傾向について述べたものとして、最も適切なものはどれですか。202
4年の選挙における意識調査の結果として、景気対策を挙げた人が約62％であったのに対し、国の借金などを減らす財政再建を挙げた人が約20
％にとどまった状況を踏まえて選びなさい。 （2026年 神奈川県公立入試 類似）

1. 景気対策や社会保障といった日々
の生活に直結する課題への関心が高
く、財政再建などの長期的課題への
関心は相対的に低い。

2. 景気対策と財政再建は表裏一体の
課題であるため、有権者の間でも両
者を重視する割合にはほとんど差が
見られない。

3. 子育て支援や教育無償化への関心
が急速に高まった結果、景気対策を
考慮する有権者の割合は全体の3割程
度まで低下している。

4. 国の将来を見据えた財政再建が最
優先の課題として認識されており、
景気対策を重視する有権者の割合を
上回っている。

問7 1970年代後半から1990年代半ばにかけての、日本とアメリカの間の貿易額の推移を説明した内容として、正しいものはどれですか。 （2020年

神奈川県公立入試 類似）

1. 1970年代から1990年代にかけて
、日本の対米輸出額は右肩下がりに
減少し続け、1990年代半ばに輸入額
と均衡した。

2. この期間を通じて日本の輸出額は
輸入額を常に上回っており、特に19
85年頃にはその差である貿易黒字が
最大となった。

3. 1985年頃には、日本の対米輸入
額が輸出額を一時的に上回っており
、日本の貿易赤字が社会問題となっ
た。

4. 1980年代後半以降、日本国内の
エネルギー消費が石炭から石油に転
換したことで、アメリカからの輸入
額が輸出額を圧倒するようになった
。

問8 岩手県一関市付近の様子を描いた2万5千分の1の地形図があります。この地形図において、ある橋の長さを定規で測ったところ2センチメートル
でした。このとき、この橋の実際の長さは何メートルになりますか。 （2016年 神奈川県公立入試 類似）

1. 500メートル 2. 1000メートル 3. 2500メートル 4. 250メートル

問9 長野県では夏から秋にかけて、標高の高い地域の冷涼な気候を活かしたレタスなどの栽培が盛んです。収穫されたレタスを、鮮度を保ったまま
東京などの大都市圏へ届けるために工夫されている流通の仕組みとして、最も適切な説明はどれですか。 （2022年 神奈川県公立入試 類似）

1. 二酸化炭素の排出を抑えるため、
すべて鉄道コンテナを利用して翌々
日に届ける仕組み

2. 収穫後すぐに乾燥加工を施し、常
温のトラックで大量に輸送する仕組
み

3. 冬まで雪の中で貯蔵し、市場の品
不足に合わせて出荷時期を遅らせる
仕組み

4. 保冷車を用い、収穫したその日の
うちに都市部の市場へ届ける仕組み

問10 東大寺にある、三角形の材木を組み上げた「校倉造」という建築様式の倉庫には、当時の国際交流を物語る工芸品が多数保管されています。こ
の倉庫の名称と、そこで見られる国際的な特徴を持つ文化の名称の組み合わせとして正しいものを選びなさい。 （2024年 神奈川県公立入試 類似）

1. 金閣 － 北山文化 2. 正倉院 － 天平文化 3. 平等院 － 国風文化 4. 法隆寺 － 飛鳥文化

問11 東日本大震災の発生後、被災地の支援や地域の活性化のために、利益の追求を目的とせず、社会的な課題の解決に取り組む民間団体が重要な役
割を果たしました。1998年に施行された法律に基づき、ボランティア活動などを組織化して運営されるこれらの組織を何と呼びますか。最も適
切な名称を選びなさい。 （2025年 神奈川県公立入試 類似）

1. 社会福祉協議会 2. 株式会社 3. 特定非営利活動法人（NPO） 4. 非政府組織（NGO）

問12 日本の社会保障制度における「医療保険制度」の仕組みや目的について述べた文として、最も適切なものはどれか、次から選びなさい。 （2020年

神奈川県公立入試 類似）

1. 大量生産・大量消費を抑え、廃棄
物の削減やリサイクルを推進するこ
とで持続可能な環境を作る仕組み。

2. 道路や公園などの公共施設を整備
することで、国民の生活環境を整え
、経済活動を支える仕組み。

3. 国民が事前に保険料を出し合い、
さらに公費を投入することで、病気
やけがの際の医療費負担を軽減する
仕組み。

4. 生活に困窮する人々に対し、最低
限度の生活を保障するために、全額
を公費で賄い扶助を行う仕組み。

問13 2010年から2019年までの地域別海賊襲撃件数の推移をまとめた統計によると、世界全体での発生件数は2011年をピークに減少傾向に転じてい
ます。この統計的変化の主な要因を説明したものとして、最も適切な記述はどれですか。 （2022年 神奈川県公立入試 類似）

1. アフリカ全体の発生件数が微増し
続けた一方で、南米や欧州周辺での
海賊行為が根絶されたこと

2. 2010年代を通じてソマリア周辺
海域の発生件数が横ばいとなり、他
の海域での減少が全体に寄与したこ
と

3. 東南アジア諸国で海賊の発生が過
半数を占めるようになり、マラッカ
海峡での対策が全世界の統計を押し
下げたこと

4. ソマリア周辺海域での発生件数が
、2011年の200件超から2012年に
は100件を下回る水準まで急減した
こと
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答え合わせ・解説
問1 答え 1

お雇い外国人
明治政府は「富国強兵」や「殖産興業」をスローガンに掲げ、急速な近代化を図るために欧米
から優れた技術者や学者を招きました。彼らは官営模範工場の運営指導、鉄道建設、大学での
教育、さらには法令の整備など、多岐にわたる分野で指導的な役割を果たし、日本の発展の基
礎を築きました。

問2 答え 4
第一次世界大戦による好景気を機に工業化が
進み、会社員や職業婦人といった層が形成さ
れたため。

1910年代半ばから始まった第一次世界大戦による「大戦景気」は、日本の工業化を飛躍的に
進めました。これにより、都市部では事務や営業を行うサラリーマン（新中間層）や、自立し
た収入を持つ職業婦人が増加しました。彼らが主な担い手となって、洋服、ラジオ、雑誌など
の新しい大衆文化や西洋的な生活様式が都市化とともに浸透していきました。1911年の関税
自主権回復から1930年代初頭の国際連盟脱退に至るまでの期間は、まさにこの大正デモクラ
シーから昭和初期の変容期に当たります。

問3 答え 4
唐招提寺

鑑真は来日後、平城京に唐招提寺を建立し、そこを拠点として戒律の教えを広めました。この
寺院の金堂は、唐の建築様式を伝える貴重な文化財として知られています。法隆寺は飛鳥文化
、東大寺は聖武天皇による大仏造立の中心地、延暦寺は最澄が平安時代初期に開いた寺院です
。

問4 答え 2
毛沢東

中華人民共和国の指導者であった毛沢東らは、日本の田中角栄首相らと会談し、過去の不幸な
関係を清算して国交を正常化させることで合意しました。当時、台湾に逃れていた中華民国の
指導者である蒋介石とは対立関係にありました。

問5 答え 3
平清盛 ― 大輪田泊 ― 宋銭

日宋貿易は、平氏の全盛期を築いた平清盛によって行われました。清盛は現在の神戸市にあた
る大輪田泊を国際貿易港として整備し、宋から宋銭や陶磁器などを輸入しました。足利義満が
関わったのは室町時代の日明貿易であり、鉄砲の伝来は戦国時代、勘合（符）は明との貿易で
偽造を防ぐために使われた道具です。

問6 答え 1
景気対策や社会保障といった日々の生活に直
結する課題への関心が高く、財政再建などの
長期的課題への関心は相対的に低い。

現代の選挙において、有権者は自分たちの生活に直接影響を与える「景気対策」や、医療・介
護・年金といった「社会保障」を重視する傾向が強くあります。一方で、財政再建のような、
効果が表れるまでに時間がかかる長期的な政策課題は、有権者の関心を集めにくいという特徴
があります。2024年の調査でも、景気対策を重視する層が最多の61.7％に達したのに対し、
財政再建は19.8％と低い数値になっており、この傾向が顕著に表れています。

問7 答え 2
この期間を通じて日本の輸出額は輸入額を常
に上回っており、特に1985年頃にはその差で
ある貿易黒字が最大となった。

当時の統計資料では、日本の輸出額が輸入額を一貫して上回る「輸出超過（貿易黒字）」の状
態が続いていました。特に1980年代半ばには、工業製品の輸出攻勢により黒字幅がピークに
達しました。その後、円高の影響や日本企業の海外進出により黒字幅は縮小の兆しを見せます
が、輸出が輸入を上回る構造自体は継続していました。エネルギー資源の転換（エネルギー革
命）は1960年代の出来事であり、この時期の貿易摩擦の直接的な要因ではありません。

問8 答え 1
500メートル

2万5千分の1の地形図では、図上の1センチメートルが実際の25,000センチメートルに相当し
ます。これをメートル単位に直すと、25,000÷100＝250メートルとなります。設問では図上
の長さが2センチメートルであるため、250メートルを2倍した500メートルが実際の橋の長さ
となります。5万分の1の地形図（1センチメートルが500メートル）との計算ミスに注意が必
要です。

問9 答え 4
保冷車を用い、収穫したその日のうちに都市
部の市場へ届ける仕組み

レタスは非常に鮮度が落ちやすい野菜であるため、長野県の生産地では保冷車（冷蔵トラック
）が普及したことで、遠方の大都市圏へも品質を維持したまま届けることが可能になりました
。特に高冷地の涼しい気候を利用して作られる「夏秋（かしゅう）野菜」は、消費地に近い平
地での生産が困難な時期に出荷されるため、迅速な配送システムが重要な役割を果たしていま
す。

問1
0

答え 2
正倉院 － 天平文化

聖武天皇の時代を中心に栄えた、仏教の影響が強く国際色豊かな文化を天平文化と呼びます。
その代表的な遺物を収めているのが東大寺にある正倉院です。校倉造は、湿度の変化に合わせ
て木材が伸縮することで中の品物を守る工夫がなされた建築様式です。飛鳥文化は推古天皇の
時代の文化、国風文化は平安時代中期、北山文化は室町時代の足利義満の時期の文化であり、
それぞれ特徴が異なります。

問1
1

答え 3
特定非営利活動法人（NPO）

1995年の阪神・淡路大震災でのボランティア活動の広がりを背景に、特定非営利活動促進法
（NPO法）が制定されました。この組織は、行政の手が届きにくい公共サービスの提供や被災
地支援において、営利を目的としない民間団体として柔軟な活動を行います。国際的に活動す
るNGOとは区別して理解する必要があります。

問1
2

答え 3
国民が事前に保険料を出し合い、さらに公費
を投入することで、病気やけがの際の医療費
負担を軽減する仕組み。

医療保険制度は、日本における社会保障制度の中心的な役割を果たしています。この制度の大
きな特徴は、国民が健康な時から保険料を出し合って「もしも」の事態に備える相互扶助の精
神に基づいている点にあります。また、保険料だけでなく国や地方自治体による公費（税金）
も投入されることで、制度の安定性が保たれています。他の選択肢については、生活保護（公
助）や社会資本（公共事業）、循環型社会の説明であり、医療保険の仕組みとは異なります。

問1
3

答え 4
ソマリア周辺海域での発生件数が、2011年の
200件超から2012年には100件を下回る水準
まで急減したこと

2010年代初頭の海賊統計において、世界全体の件数減少に最も劇的な影響を与えたのはソマ
リア周辺海域の状況改善です。2011年の237件から2012年の75件という急激な減少は、国際
的な監視体制の構築という背景によってもたらされました。東南アジアでも対策は進んでいま
すが、この時期の統計上の大きな転換点はアフリカ東部のこの海域にあります。


